





















































2 埼玉（同家） ベルツノガエル 7南米




4 埼玉（専門店） アルビノベルツノガエル 2南米（USA　入）
5 北海道（小売店） イエアメガエル 1オセアニア
6 東京（個人） ピパパルバ 1南米
7 岡（卸業者） ペパーミントツノガエル 5南米（国内繁殖）
8 東京（繁殖家） ベルツノガエル 20南米（国内繁殖）
9 茨城（繁殖家） ベルツノガエル 2南米（国内繁殖）
10 東京（個人） イエアメガエル 1オセアニア
11 東京（個人） セアカァデガエル 1マダガスカル
12 兵庫（卸業者） ベルツノガエル 2南米（USA輸入）
13 沖縄 ベルツノガエル 1南米
14 神奈川 アジアウキガエル 2アジア























































所 匹 査数 所 通　　（発　　）・
1 07．02．07
?
ヤマアカガエル 3匹 1 山・摩丘陵 自然観察
2 07．02．21長崎県 ツシマアカガエル 20匹 3 河川 野生生物センター
ツシマサンショウウオ 1匹 1
3 07．03．05千葉県 ニホンアカガエル 多数 2 干　県市原 カエル探偵団会員
4 07．03．26神奈川県 ニホンヒキガエル 2匹 2 湿地脇の水路と歩道 自然環境保全センター
5 07．03．27横浜市 ニホンヒキガエル 多数 1 学校の池 一般臨床獣医師
6 07．04．04面城県 ニホンアカガエル ＞100匹 0 自然保きセンター
7 07．04．20沖、県 オキナワアオガエル 1 林道 自然観察者
8 07．0425茨城県 ニホンアカガエル 50－100匹 6 用水路 地方総合事務所環境保全課
シュレーゲルアオガエル 1
9 07．04．27沖縄県 オキナワアオガエル 3 水族　飼育 コア獣医師
1007．04．28千葉県 トウキョウダルマガエル 1匹 1 水田 JA生きもの係
1107．05．15横浜市 ニホンヒキガエル 1匹 1 一般家庭飼 コア獣医師
1207．06．06東京都 アズマヒキガエル 1匹 1 自宅の庭の池 コア獣医師
1307．06」3静岡県 トノサマガエル 2匹 1 自宅の庭 一般人
1407．06．15奈良県 トノサマガエル 3匹 1 一　家　飼 一般人
1507．06．18埼玉県 ウシガエル 1 保護 コア獣医師
1607．06．23東京 アカハライモリ 100匹 1 一般家庭飯 コァ獣医師
1707．06．24東京都 ヒキガエル 1匹 1 自宅の庭 コア獣医師
1807．06．26北海道 ヤマアカガエル 多数 5 一般家　飼 カエル探偵団会員
1907，06．26福岡． ニホンアマガエル 1 自宅の庭 生活環境課
2007．07．01千葉県 カジカガエル 1匹 4 渓谷 一般臨床獣医師
2107．07．03東京都 アズマヒキガエル 10数匹以上 4 学校の池 一般人
2207．07．04福島県 ヤマアカガエル 幼本20匹以上 5 山間部の水田 一般人
2307．07．13北海道 トウキョウダルマガエル 1匹 1 直　　飼 コァ獣医師
2407．07．18滋賀県 モリアオガエル 1匹 1 民家 物館学芸目
2507．07．19静岡県 アマミアオガエル 玉本20匹 3 水族　飼 水族館職員
260707．20山形県 アカハライモリ 3匹 3 一般家庭飼 一般臨床獣医師
2707．07．23
?
トウキョウダルマガエル 26匹 5 水族　飼育 動物園職員
280707．24千葉県 アズマヒキガエル 1 飼 専物館学芸員
2907．08．01神奈川県 アズマヒキガエル 1匹 1 路上 カエル探偵団仲介
300708．22大分県 トノサマガエル 1匹 1 水田の水路 県企画振興部景観自然室
3107．0829東京都 アズマヒキガエル 1匹 1 一般家庭の庭の池 自然公園職員
32070914沖，県 ナミエガエル 1匹 1 林道 野生生　重量センター
330γ09．14沖縄県 サキシマヌマガエル 成体12匹O体約100匹
3 工場内用水路 野生生物保護センター
34070914沖縄県 リュウキュウカジカガエル 多数 2 路上 コァ獣医師
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